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ともに100年以上の歴史を持つ「安藤建設」と「ハザマ」が合併して誕生した「安藤ハザマ」
同社は合併に伴って、5,000台を超えるPCに対し、Windows Updateのセキュリティパッチを
確実に適用する方法を模索していた。
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確実に適用する方法を模索していた。
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課  題

効  果

▶ 5,000台以上のPCに短時間で
    セキュリティパッチを適用したい
▶ 海外拠点の端末へのセキュリティ
    パッチ適用を徹底したい
▶ 一斉配信によるネットワーク負荷
    で業務に支障をきたしたくない

▶ 5,000台を超えるPCに短時間で
    パッチ適用が可能になった
▶ 専用線を使わず海外端末をセキュ
    アに管理することが可能になった
▶ Ivantiの特許によるソフトウェア
    配信技術により低負荷での配布が
    可能になった

■5,000台のPCに同時配布できること、
   ネットワーク負荷が小さいことが必須だった

　建築に強みを持つ安藤建設と土木に定評のあるハザマ。 とも
に100年以上の歴史を持つ名門建設会社だ。 この2社が合併し
て、2013年4月に誕生したのが安藤ハザマである。
　その両社が合併後に持ち上がった課題が、 5,000台を超えた
PCにWindows Updateのセキュリティパッチを確実に適用さ
せる方法だ。

　企業向けシステムにおいては、Windows Updateの自動イン
ストールを嫌うケースが多い。 安藤ハザマも同様でセキュリテ
ィパッチ適用によるレジストリやシステムファイルの改変が、
業務アプリケーションに与える影響を毎月検証してから、配布
するようにしている。 従来は、検証が完了したパッチを社内の
ポータルサイトにアップロードし、利用者が手動でダウンロー
ドしたり別のツールを利用して配布したりしていた。

　しかし、ポータルサーバに負荷が集中するという難点や、ツ
ールにはNAT環境の作業所に対して配信できないという制限が
あった。また性能にも問題があり、数千台のPCにパッチを一斉
配信するとフリーズしてしまうといった課題を抱えていた。
　合併により単純にPC台数が倍増した上、NAT環境の作業所が
混在するようになったため、従来使用してきたツールでは性能
的にも機能的にも配信ができなくなった。 さらに、海外拠点は
管理の手が届きにくい上、国内よりもさらに回線の帯域確保が
難しいケースが多いなか、これらの管理も強化したいという要
望もあった。

　そこで、新たに課題を解決する製品の検討が進められること
となった。 製品選定のポイントについて、戸川氏は次のように
語る。
「まず、1,000台以上のPCに同時に配布できることが最低条件
でした。 数百台ならどのツールも可能でしたが、1,000台以上

はなかなかありません。 運用負荷を考えると操作性の高いツー
ルであることも必要でした。何よりも重要だったのは、ネット
ワーク負荷が小さいこと。 低帯域でしか接続できない現場もあ
るし、ネットワーク負荷で業務に影響が出たら本末転倒です」
（戸川氏）

■Ivantiの性能は圧倒的

　5社の製品が最終選考に残ったが、その中でもIvantiの性能が
目を引いた。
「Ivantiが特許を有する“Ivanti Self Organizing Multi-
cast”と“Ivanti Peer Download”の2つの配信技術が当社
の課題解決に最適でした。 これらの技術によって、各事業所や
現場でどれか1台に配信されていれば、あとはそこのローカルネ
ットワーク内で配信パッチを探してくれるので、ネットワーク
負荷は最小限で済みます」（正木氏）

　この2つの配信技術による圧倒的な配信効率性能とネットワー
クへの低負荷が決め手となり、Ivantiの採用が決定した。 決定
後の動きは素早く、サーバ構築から運用テストと配信設定を3ヶ
月で完了し、4ヶ月目で実際に国内運用を開始した。

「Windows Updateの重要な更新プログラム程度であれば、
全社のPCに1回の操作で配布することができるようになりまし
た。 時間も2日程度で配信できてしまいます」（戸川氏）

　以前はエンドユーザーにパッチ適用作業を任せていたために
どうしても保管されているパソコンへのパッチ適用が残ってし
まっていたが、現在では使い始めた時に自動で最新状態にアッ
プデートされる仕組みとなったため、パッチ適用忘れによるセ
キュリティホールを無くすことができたという。

■海外拠点への配布には
   Ivanti Cloud Services Applianceを採用

　海外拠点への配布については、さらに課題があった。 国内の
現場よりもさらに低帯域の接続があり得るということも大きな
問題だが、そもそも海外拠点からはメールの確認くらいしか社
内ネットワークに接続することがないため、国内サーバからの
パッチ配信では実現困難と思われていた。
　そこで、安藤ハザマはIvanti Cloud Services Applianceを
採用することにした。 この製品はインターネット経由でIvanti
を運用できる1Uのアプライアンス・サーバである。

「海外拠点は、社内ネットワークに接続している一瞬を狙うよ
り、一般のインターネット経由での管理を考えた方が現実的で
す。 しかし、その為にはDMZ上にサーバを置く必要がありま
すが、工数もかかるし、セキュリティ上の不安もありました。
その点、 Ivanti Cloud Services Applianceを導入すれば、サ
ーバを自前で用意することなく、海外拠点のデバイスをセキュ
アに管理することができます。 しかも、PCサーバを1台用意す
るより低価格です」（戸川氏）

　Ivanti Cloud Services Applianceは、パッチ・コンテンツ
ではなく、パッチ情報を配布することができる。これにより、
海外拠点のPCはその国のベンダーのサイトにパッチを取得しに
いくので、ネットワーク的にも有利に働いた。
「 Ivanti Cloud Services Applianceがなければ、海外拠点へ
のパッチ配布はもっと先延ばしになっていたかもしれません」
（正木氏）

　Ivanti製品の導入を手がけたのは、同社製品の総代理店でも
あるSCSKだ。SCSKについて戸川氏は次のように評価する。

「海外ベンダーの製品を採用する場合、技術的な問題が発生し
たときのコミュニケーションやレスポンスの遅さに悩まされる
ことが多い。その点、SCSKはIvanti製品の取り扱い実績が豊
富でノウハウがあります」（戸川氏）

　安藤ハザマでは、パッチだけでなくアプリケーションの配布
にも利用用途を拡げているそうだ。 今まで400を超える拠点に
CDを配布していた事を考えると格段の効率化になるとのこと。 
今後もIvanti製品を有効活用していきたいという思いがあり、
SCSKのサポートに大いに期待しているという。
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図１：Ivantiのセキュリティパッチ配信方法
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図２：Ivantiのセキュリティパッチ管理構成図
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本書記載の製品名および会社名は各社の商標または登録商標です。
記載内容（製品仕様など）は、改良のため予告なしに変更する場合があります。

本書記載内容に関するお問い合わせ

Printed in Japan 2018/07

〒135-8110 東京都江東区豊洲3-2-20 豊洲フロント
TEL 03-5166-2595 / FAX 03-5859-3102
E-mail : scsk-ivanti-sales@ml.scsk.jp
Ivanti Web : http://www.scsk.jp/sp/ivanti/

 

※記載の情報は、取材日現在の情報です。
※本書ではLANDESK（旧ブランド）から、Ivanti（現行ブランド）に
    変更になった絡みで、現行ブランドに統一させた記述をおこなって
    おります。
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